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・ガバナー公式訪問
　8月1日（月）  佐野RC  ／  8月4日（木）  真岡RC
　8月9日（火）  足利東RC
　8月18日（木）  足利西・足利わたらせRC
　8月22日（月） 宇都宮90 RC ／ 8月25日（木） 小山RC
　8月26日（金）  足利RC  ／  8月31日（水）  鹿沼東RC

・主要行事
　8月6日（土）　第15回ＩＡＣ 年次大会
　8月7日（日）　地区ロータリー財団研究会
　8月21日（日）　クラブ米山委員長会議
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ガ バ ナ ー

8 月は

会員増強および拡大月間

　新年度に入り、早1カ月が経ちましたが、新会長、
幹事を中心に計画された活動をスタートされ、まず
はほっとしておられることでしょう。小生も同様で、
壬生RCを皮切りに公式訪問が始まったところです。
　今年度は、RIは図らずも大きな節目となり、昨年
4月の規定審議会の結果を受けて、4大奉仕部門が5
大奉仕部門となり、未来の夢計画も、非パイロット
地区の当地区もいよいよ準備期間に入ります。一方、
長年続けてきたGSEは最終年度となり、パートナー
はペンシルベニアと決まっておりましたが、3.11の後、

比企達夫ガバナー、洋子夫人とRI会長カルヤン・バネルジーご夫妻

RIの指示で当地区の受け入れは無くなり、送り出
しのみとなりました。次年度からはVTTとなります。
1年交換留学生も同様で、当地区は送り出しのみと
なりましたが、他地区の協力で受け入れを代行して
くださることとなり、ありがたいことです。夏期交
換は中止となりました。
　また、瀬下直前ガバナーを委員長として、地区東
日本震災復興支援委員会が立ち上げられ、この活動
は少なくても7、8年の継続となる予定です。このよ
うに本年度は、RIは大きく舵を切っており、適切な
対応が求められております。
　8月は、新年度早々ですが、会員増強月間です。
世界的な厳しい経済情勢のなか、会員減少の歯止め
がかかりませんが、将来のロータリーを担う若い方
に重点を置いて増強にご尽力ください。クラブ活動
も若い方の積極的な参加を促す内容が必要でしょう
し、入会しやすいようクラブ細則を工夫することも
必要でしょう。
　実り多い1年であることを願います。

会員増強と退会防止 第2550地区ガバナー　比企 達夫
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　職業奉仕は、他組織と一線を画するロータリーの特質です。今年度は、次の4つの
方針を遂行します。①職業倫理の理解と実践　企業経営で大切な高潔性や信頼性など
の職業倫理を学んでいく②ロータリーの哲人“シェルドン”の職業奉仕の考察　他人に
対してサービスすること、利益を他人とシェアすることが、事業を成功させる方法と
説いたシェルドンの奉仕の哲学を理解し、社会への適応を考えていく③これからの職
業奉仕の一つのかたち　貧しい人々の自立自助の方法として注目されている少額資金
の無担保貸し付け（マイクロファイナンス〈クレジット〉）を手助けする④東日本大震災
への支援　岩手、宮城、福島の被災地のため、職業奉仕の立場からどのような支援が
できるか模索しながら、復興支援委員会へ協力し、奉仕活動を展開していく。

　「職業の根本にサービスの理念を置くこと」を学び、そして実践していくことが、ロー
タリーの原点と思います。実践の場である例会場では、いろいろな考えを持ち、生い立
ちも年齢も異なるロータリアンと「時間と空間」を共有します。そこでは多様性がぶつ
かりあい、その中から相手を認めようとする心の変化、そして心の形成があり、この
多様性の享受こそロータリーの平等思想につながっていくことと思います。では例会の
参加は、多様性を感じながらお互いを深く知りいとおしむ心を身につける、これこそ
がフローシップではないでしょうか。例会で良質な出会いを保証するには、会員制度に
おける職業分類の原則に基づき未充填分類の会員増強と例会への規則的な出席を確保
するため行動を起こさなくてはなりません。

　3・11の東日本大震災の発生以来もう既に4カ月も経過し、多くの犠牲者の中には
私たちの仲間ロータリアンそしてその家族の方々も数多く含まれております。心から
ご冥福をお祈りするとともに、災害に遭われた方の一日も早い復興を願いながらお見
舞いを申し上げる次第です。さて、この震災に当たり被災地から、瀬下ガバナーを通
じて支援の要請をいただきましたが、その都度そのご要望に応えてまいりました。地
区内の多くのクラブにおいても、被災地に足を運んでの支援活動が目立ちました。緊
急事態であればこその尊い活動がロータリークラブならではの活動として行われてき
たのです。今年度も、比企ガバナーの方針に従い推進してまいりたいと思いますので、
どうぞよろしくお願い申し上げます。

　国際奉仕は「世界的親交によって国際間の理解と親善と平和を推進する」ことにあ
ります。当地区では世界社会奉仕委員会と友情交換委員会を設け、主に次の3点を推
進します。①世界社会奉仕、②友情交換、③姉妹クラブとの交流。活動はその輪を広
げる意味で、複数クラブとの協力連携を推奨します。また今回の「東日本大震災」に
対し、世界中から支援が寄せられています。私たちの世界社会奉仕も、その対象は海
外に限らず、東日本の被災地も含みます。現在「地区東日本大震災義援金」「東日本震
災復興基金」「ファイブ・フォーワンクラブ」等の東日本に対する支援体制がありますが、
海外からの支援をマッチンググラウンドにすることも可能です。

　2010年から奉仕の第５部門として新世代奉仕が追加されました。すべてのクラブ
と地区は新世代の多様なニーズを認識して、支援するプロジェクトを企画し実践する
ように要請されています。地区の新世代奉仕委員会は青少年交換委員会・インターア
クト委員会・ローターアクト委員会・RYLA委員会・青少年育成委員会の5委員会で
構成されております。私も新世代奉仕委員長2年目となり、各委員会の有機的連携を
今までよりも推し進める努力をしなければ、と思います。また各委員会のプログラム
に、多くのロータリアンに積極的に参加してもらうことが新世代奉仕の理解を深める
一助と考えます。そのためには今までの情報提供が、クラブ会長・幹事あてにFAX
で流していたものを、各委員がクラブへ訪問することが重要と考えます。

　1917年、時のRI会長アーチC・クランフにより提唱された「世界でよい事をしよう」
に始まったロータリー財団は、創設100年を迎え、その運営方針を大きく変換せんと
しています。ロータリー財団の使命を効果的かつ確実に遂行するため「未来の夢計画」
を2013年7月からRI加盟全地区クラブに導入することとなりました。当地区の具体
的導入・運営手順などはパイロット地区での運営結果などをも勘案の上、順次決定し
ますが、地区委員会は本年度も小委員会を設置して、皆様の支援活動を遂行いたしま
す。本年度のRI管理委員会ビル・ボイド委員長提唱の重点目標は、①ポリオ撲滅②
財団への支援強化・拡充③未来の夢計画の発展です。当財団委員会を積極的に活用し、
比企ガバナーが提唱された具体的目標を達成していただきたく、お願い申し上げます。

　米山記念奨学事業は、1953年にクラブ単独事業として「米山基金」の名の下に募金
が開始され、翌年タイから奨学生第１号を迎え入れて以来、50年以上の歴史を持ち
ます。支援してきた奨学生数は、累計で16500人、その出身国は世界120の国と地域
に及び、世界でも類を見ない日本のロータリー独自の多地区合同奉仕活動となってい
ます。単なる奨学金による経済的支援にとどまらず、「世話クラブ・カウンセラー制度」
を通して奨学生一人ひとりにロータリアンのきめ細かい支援と精神的ケア、心のこもっ
た交流活動を提供し、日本での留学生活を実り豊かな体験にすることができます。米
山奨学事業はまさしくロータリアン一人ひとりの手により支えられています。引き続
き地区会員の皆様方のご理解ご協力、ご支援をよろしくお願い申し上げます。

各委員長方針および就任あいさつ

職業奉仕委員会委員長　飯村 愼一 （宇都宮90RC）

クラブ奉仕委員会委員長　石川 昭男 （鹿沼東RC）

社会奉仕委員会委員長　柿沼 賢 （宇都宮西RC）

国際奉仕委員会委員長　中島 恭三 （足利東RC）

新世代奉仕委員会委員長　喜内 敏夫 （宇都宮南RC）

ロータリー財団委員会委員長　近藤 隆亮 （宇都宮RC）

ロータリー米山記念奨学会委員会委員長　塚越 啓司 （足利東RC）

2 * GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER 3GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER *



第2550地区クラブ会長・幹事紹介
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（幹　事）

川
かわ

井
い

 明
あき

良
ら

（幹　事）

鶴
つる

見
み

 博
ひろし

（クラブ会長）

芝
しば

田
た

 力
りき

造
ぞう

（幹　事）

柳
やなぎ

田
た

 易
やす

孝
たか

（幹　事）

村
むら

上
かみ

 修
しゅう

一
いち

（幹　事）

天
あま

下
が

井
い

正
まさ

弘
ひろ
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第1回諮問委員会・地
区運営委員会報告 国際ロータリー第2550地区青少年交換委員会

2012～13年度　1年交換学生募集要項

第2550地区　新入会員紹介

国際ロータリー第2550地区　5月・6月会員増強・出席報告

物 故 会 員 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申しあげます。

大
お お

塚
つ か

 和
か づ

幸
ゆ き

（真岡西RC）

㈱大塚石材　代表取締役
平成23年4月5日入会

よろしくお願いいたします。

太 田 正 孝 様 （塩原RC）

青
あ お

沼
ぬ ま

 浩
ひろし

（小山RC）

NTT東日本－栃木  小山営業所所長
平成23年6月2日入会

伝統ある小山RCの一員に
なり大変光栄です。よろし
くお願いいたします。

梶
か じ

原
わ ら

 時
と き

雄
お

（小山RC）

㈱小山温泉　顧問
平成23年3月3日入会

ロータリアンとして4つのテ
ストから離脱しない行動を
心がけたいと思います。

齋藤 潔
きよし

（今市RC）

大沢運送㈲　代表取締役
平成23年5月11日入会

社会奉仕を通じて、多くの
方 と々の交流を深めていき
たい。

村
む ら

井
い

 俊
と し

雄
お

（佐野RC）

NTT東日本－栃木  佐野営業所所長
平成23年7月4日入会

はじめてのロータリークラブ
入会です。よろしくお願い
します。

物故
平成23年3月21日　享年74歳

■ロータリー歴
　1992～1993年 幹　事
　1995～1996年 会　長
　2007～2008年 会　長
　2008～2009年 幹　事

■財団、米山記念奨学会などの寄付歴
　ロータリー財団 PHF
　米山記念奨学会 第2回米山功労者

◆派 遣 国 アジア、アメリカ、欧州。（派遣先は委員会により決定します）
◆派遣期間 2012年8月ごろ～2013年7月ごろの約1年間
◆募集人数 若干名
◆応募資格 ① 栃木県内居住または県内高校に在学している高校1年生お

よび2年生
 ②保護者承諾、学校長とロータリークラブの推薦を得られる者
◆費用負担 個人負担：往復航空運賃、渡航手続き費、保険料、研修費等
 ※派遣先国での生活費、学費は全て受入ロータリークラブが負担します
 ※滞在中、ホストクラブから毎月1万円程度の小遣いの支給があります
◆応募方法 電話かメールで詳細確認または応募したい旨、下記へ連絡ください
 国際ロータリー第2550地区ガバナー事務所
 TEL 028-651-2550　　E-mail m2550@agate.plala.or.jp
 担当の青少年交換委員より資料が送付されます
◆応募締切 2011年9月22日（木）必着
◆選考試験 2011年10月2日（日）　場所：ガバナー事務所の予定
◆合否発表 2週間以内に本人、推薦クラブに文書で通知されます
◆研 修 会  合格者は数回の研修会（オリエンテーション）の義務出席があ

ります。その間、交換学生として不適当とみなされた場合、
合格を取り消す場合もありますので、予めご了承ください。（保
護者同伴の研修会もあります）

◆派遣国決定  数回のオリエンテーションを経た後、本人の意向も考慮の上、
最終的に地区青少年交換委員会が決定します

　国際理解と親善を推進する青少年交換プログラムは、親善使節として最
長1年間にわたり海外で滞在、通学し、ホストロータリークラブの指導の下、
諸活動に参加できる有意義な高校生レベルを対象とした派遣プログラムです。
青少年交換学生はホストファミリーと一緒に生活し、他国の生活、文化、
教育などを体験します。

 　交換とは地区（District）と地区の交換ですから、推薦クラブが外国
からの受け入れクラブとなる訳ではありません。また、単に語学修得
を目的にした制度ではなく、日本と相手国の相互理解を通し、世界平
和を推進するロータリーの新世代（青少年）プログラムです。

●日時 2011年7月10日（日）
 諮 問 委 員 会　10：00～12：20
 地区運営委員会　14：00～16：30
●会場 宇都宮グランドホテル

諮問委員会
《報告事項》
1． 鈴木年度担当カウンセラー並びに地区担当

役職について
2．意義ある業績賞等選考委員委嘱について
3．比企年度地区大会に関して
　  イ：地区大会各種委員会（案）
　  ロ：プログラム（案）
　  ハ：会長代理エイド選任
4． 地区東日本震災復興支援委員会設立につい

て
5．ガバナー会報告、その他

地区運営委員会
《報告事項》
地区現況報告
1．2010-11年度　会計報告
2．ロータリー財団DDF状況
3． 2011-12年度　夏期交換並びに1年交換につ

いて。GSEについて
4．地区大会に関して
5． 2012-13年度　地区研修リーダー・担当カウ

ンセラー・ガバナー補佐について
《協議事項》
1．東日本大震災関連

　以上、上程された報告事項、協議事項に関して、
活発な意見交換が行われましたことを報告いた
します。 地区幹事　岩村 隆之

分
区 クラブ名

例
会
数

5月出席率 会　員　数

今月 平均 7月
1日 今月 入会 退会 通算増 通算減 増減 内女性

会員

第
１
グ
ル
ー
プ

大　 田　 原 4 64.25 79.70 39 38 0 0 2 3 -1 2

黒　　　 磯 3 89.30 93.54 44 41 0 0 0 3 -3 2

西 那 須 野 4 89.19 93.18 42 44 0 0 4 2 2 0

黒　　　 羽 4 91.15 94.86 19 17 0 0 0 2 -2 1

那　　　 須 3 80.95 76.27 14 14 0 0 1 1 0 1

塩　　　 原 3 73.33 71.30 10 10 0 0 1 1 0 0

大田原中央 5 66.40 74.24 23 28 0 0 7 2 5 2

第
２
グ
ル
ー
プ

烏　　　 山 4 92.85 92.85 14 14 0 0 0 0 0 1

氏　　　 家 3 88.90 87.71 24 23 0 0 0 1 -1 0

矢　　　 板 4 52.00 61.27 31 31 0 0 0 0 0 5

馬 頭 小 川 3 84.90 88.64 21 22 0 0 1 0 1 0

高　 根　 沢 3 76.60 75.05 18 18 0 0 1 1 0 0

第
３
グ
ル
ー
プ
Ａ

宇　 都　 宮 4 69.80 72.39 92 91 0 1 9 10 -1 0

宇 都 宮 西 4 92.13 86.73 66 68 0 1 6 4 2 0

宇 都 宮 北 3 78.71 80.83 49 49 0 0 1 1 0 0

宇 都 宮 90 5 83.42 87.12 39 40 2 2 3 2 1 5

宇都宮陽北 3 78.88 78.43 35 34 0 0 0 1 -1 4

第
３
グ
ル
ー
プ
Ｂ

宇 都 宮 東 4 91.65 93.35 95 96 0 0 4 3 1 0

宇 都 宮 南 3 86.24 84.13 51 49 0 0 1 3 -2 0

宇都宮陽東 3 68.00 70.03 44 44 0 0 2 2 0 0

宇都宮陽南 4 87.50 88.38 20 18 0 0 0 2 -2 2

第
４
グ
ル
ー
プ

真　　　 岡 3 89.13 89.63 50 51 0 0 3 2 1 0

益　　　 子 3 88.60 91.29 29 31 0 0 2 0 2 0

真　 岡　 西 3 88.14 93.20 40 42 0 0 2 0 2 6

し も つ け 3 90.62 92.34 33 32 0 0 0 1 -1 8

第
５
グ
ル
ー
プ

小　　　 山 3 100.00 97.62 39 38 0 1 2 3 -1 0

小　 山　 南 4 92.50 93.76 18 20 0 0 2 0 2 2

小　 山　 東 4 95.00 93.91 33 35 0 0 2 0 2 0

小 山 北 3 65.15 80.48 20 22 0 0 2 0 2 0

小 山 中 央 4 81.30 83.32 24 24 0 0 0 0 0 1

第
６
グ
ル
ー
プ

栃　　　 木 3 76.90 80.05 41 39 0 0 0 2 -2 0

栃　 木　 西 4 81.67 84.11 35 35 0 0 1 1 0 0

壬　　　 生 3 60.00 83.41 21 21 0 0 1 1 0 3

栃　 木　 南 3 91.80 91.02 31 30 0 1 0 1 -1 5

第
７
グ
ル
ー
プ

日　　　 光 3 64.91 73.75 24 24 0 0 0 0 0 5

鹿　　　 沼 3 70.76 76.15 66 65 0 0 0 1 -1 1

今　　　 市 3 90.48 91.05 41 42 1 0 2 1 1 0

鹿　 沼　 東 3 94.45 94.54 43 44 0 0 2 1 1 3

粟 野 西 方 4 78.50 81.65 14 14 0 0 0 0 0 1

鹿 沼 中 央 3 79.68 84.16 27 27 0 0 0 0 0 2

今 市 き ぬ 4 94.44 92.30 28 27 0 0 0 1 -1 0

第
８
グ
ル
ー
プ

足　　　 利 3 71.40 72.12 40 37 0 0 2 5 -3 0

足　 利　 東 3 73.73 77.13 55 59 0 1 5 1 4 8

足　 利　 西 3 76.90 77.43 13 13 0 0 0 0 0 0

足利わたらせ 3 92.86 94.08 28 28 0 0 0 0 0 0

第
９
グ
ル
ー
プ

佐　　　 野 4 86.65 91.30 58 60 1 0 3 1 2 0

葛　　　 生 4 87.10 90.92 38 37 1 0 1 2 -1 0

田　　　 沼 3 94.36 91.48 35 36 0 0 1 0 1 0

佐　 野　 東 3 93.94 89.07 21 22 0 0 4 3 1 0

岩　　　 舟 4 81.00 86.91 22 23 0 0 1 0 1 1

5 0 R C 82.36 84.96 1757 1767 5 7 81 71 10 71

分
区 クラブ名

例
会
数

6月出席率 会　員　数

今月 平均 7月
1日 今月 入会 退会 通算増 通算減 増減 内女性

会員

第
１
グ
ル
ー
プ

大　 田　 原 4 71.65 79.03 39 34 0 4 2 7 -5 2

黒　　　 磯 4 87.20 93.01 44 41 0 0 0 3 -3 2

西 那 須 野 4 90.14 92.93 42 39 0 5 4 7 -3 0

黒　　　 羽 4 94.12 94.80 19 17 0 0 0 2 -2 1

那　　　 須 4 82.14 76.76 14 12 0 2 1 3 -2 1

塩　　　 原 5 66.67 70.92 10 9 0 1 1 2 -1 0

大田原中央 5 71.40 74.00 23 28 0 0 7 2 5 2

第
２
グ
ル
ー
プ

烏　　　 山 4 92.85 92.85 14 14 0 0 0 0 0 1

氏　　　 家 5 85.71 87.54 24 23 0 0 0 1 -1 0

矢　　　 板 4 55.00 60.75 31 31 0 0 0 0 0 5

馬 頭 小 川 4 86.40 88.45 21 22 0 0 1 0 1 0

高　 根　 沢 4 69.00 74.54 18 18 0 0 1 1 0 0

第
３
グ
ル
ー
プ
Ａ

宇　 都　 宮 4 75.00 72.61 92 88 0 3 9 13 -4 0

宇 都 宮 西 5 89.13 86.93 66 68 0 0 6 4 2 0

宇 都 宮 北 5 78.64 80.65 49 45 0 4 1 5 -4 0

宇 都 宮 90 4 87.78 87.17 39 40 0 0 3 2 1 5

宇都宮陽北 4 85.07 78.98 35 34 0 0 0 1 -1 4

第
３
グ
ル
ー
プ
Ｂ

宇 都 宮 東 4 94.26 93.43 95 92 0 4 4 7 -3 0

宇 都 宮 南 5 88.56 84.50 51 45 0 4 1 7 -6 0

宇都宮陽東 5 72.00 70.19 44 44 0 0 2 2 0 0

宇都宮陽南 4 88.89 88.42 20 17 0 1 0 3 -3 2

第
４
グ
ル
ー
プ

真　　　 岡 4 91.80 89.81 50 51 0 0 3 2 1 0

益　　　 子 5 91.20 91.28 29 31 0 0 2 0 2 0

真　 岡　 西 4 94.23 93.29 40 37 0 5 2 5 -3 5

し も つ け 5 97.53 92.77 33 33 1 0 1 1 0 9

第
５
グ
ル
ー
プ

小　　　 山 4 98.10 97.66 39 39 1 0 3 3 0 0

小　 山　 南 5 94.00 93.78 18 19 0 1 2 2 0 2

小　 山　 東 4 92.86 93.82 33 35 0 0 2 0 2 0

小 山 北 5 78.17 80.29 20 22 0 0 2 0 2 0

小 山 中 央 4 82.30 83.23 24 22 0 2 0 2 -2 1

第
６
グ
ル
ー
プ

栃　　　 木 5 74.40 79.58 41 34 0 5 0 7 -7 0

栃　 木　 西 4 85.71 84.24 35 35 0 0 1 1 0 0

壬　　　 生 5 72.35 82.49 21 19 0 2 1 3 -2 2

栃　 木　 南 4 86.30 90.63 31 30 0 0 0 1 -1 5

第
７
グ
ル
ー
プ

日　　　 光 4 78.89 74.18 24 24 0 0 0 0 0 5

鹿　　　 沼 5 87.49 77.10 66 62 0 3 0 4 -4 1

今　　　 市 5 91.43 91.09 41 41 0 1 2 2 0 0

鹿　 沼　 東 4 95.24 94.60 43 44 0 0 2 1 1 3

粟 野 西 方 4 89.50 82.31 14 13 0 1 0 1 -1 1

鹿 沼 中 央 4 82.69 84.04 27 27 0 0 0 0 0 2

今 市 き ぬ 3 98.77 92.84 28 27 0 0 0 1 -1 0

第
８
グ
ル
ー
プ

足　　　 利 4 71.34 72.06 40 37 0 0 2 5 -3 0

足　 利　 東 4 82.62 77.59 55 59 0 0 5 1 4 8

足　 利　 西 4 82.68 77.87 13 13 0 0 0 0 0 0

足利わたらせ 5 95.71 94.21 28 28 0 0 0 0 0 0

第
９
グ
ル
ー
プ

佐　　　 野 4 88.15 91.04 58 60 0 0 3 1 2 0

葛　　　 生 4 94.30 91.20 38 37 0 0 1 2 -1 0

田　　　 沼 5 88.97 91.27 35 36 0 0 1 0 1 0

佐　 野　 東 4 97.73 89.79 21 22 1 1 5 4 1 0

岩　　　 舟 4 79.00 86.25 22 23 0 0 1 0 1 1

5 0 R C 85.10 84.97 1757 1721 3 49 84 121 -37 70
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ロータリアンの皆様へ
　このたびの東北地方太平洋沖地震等により被災された皆様に心よりお見舞い
申しあげます。
　本年度、国際ロータリー第2550地区の地区大会は、カルヤン・バネルジー
RI会長の「こころの中を見つめよう、博愛を広げるために」をメインテーマにロー
タリーの友愛精神のもと今回、震災によって被災された方々にロータリアンとして
何ができるのか、何を行うべきかを考える地区大会にしたいと考え、被災地であ
る宮城県の第2520地区・桑原茂パストガバナーをお迎えし、講話をしていただ
きます。また本会議におきましては、環境のエキスパートC.W.ニコル氏による「人
と自然の共生」をテーマにしました記念講演と、台湾よりお招きいたします、米
山学友会の徐　重仁氏にも講演いただくことになっております。
　ご参加の皆様が交流を深め、意義ある大会にすべくホストクラブ一同準備を
進めております。皆様のご来場をこころよりお待ちしております。

第1日  会長･幹事･
地区指導者育成セミナー
（会場：宇都宮グランドホテル）

13:00 登録開始
13:30 点　　鐘
 RI会長代理 あいさつ
 講演　桑原　茂 氏
16:00 点　　鐘

RI会長代理ご夫妻
　　　　　歓迎晩餐会
17:00 RI会長代理ご夫妻入場
 演奏会
 RI会長代理あいさつ
 乾杯・祝宴
19:45 閉　　宴

第2日  本会議（会場：宇都宮グランドホテル）
8:30 登録開始
9:00 点　　鐘
 開会の言葉
 RI会長代理紹介
 来賓紹介・地区外参加クラブ紹介
 ガバナーあいさつ並びに地区現況報告
 RI会長代理あいさつ並びにRIの現況報告
 各種委員会報告
 大会決議案採択
 来賓祝辞
 米山学友講演　徐　重仁 氏
 各種表彰
12:00 昼食・休憩
12:50 招待学生紹介並びにスピーチ
 ガバナーエレクト紹介･あいさつ
 次期開催ホストクラブ代表あいさつ
 休憩
14:00 記念講演
 C.W.ニコル 氏「人と自然の共生」
15:35 RI会長代理所感
16:00 点　　鐘

2011-2012  RID2550地区大会開催のご案内

10/15
Sat.

10/16
Sun.

2011-2012年度ガバナー
比 企  達 男

（宇都宮陽東ロータリー・クラブ）

地区大会実行委員長
安 藤  寛 樹

（宇都宮陽東ロータリー・クラブ）

会場：宇都宮グランドホテル

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念
事業の1つとして1970年に創立された皆様の資
料室です。ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚
資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご
利用に備えております。閲覧はもちろん、電話
や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご
紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承り
ます。また、一部資料はホームページでPDFもご
利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー
文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活
用願います。右資料のご紹介をいたします。

文⃝庫⃝通⃝信（286号）

ロータリー文庫
〒105–0011東京都港区芝公園2–6–15黒龍芝公園ビル3階
TEL  03–3433–6456　　FAX  03–3459–7506　　URL  http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館時間：午前10時～午後5時　　休館日：土・日・祝祭日

●地区大会の講演から 申込先：ロータリー文庫（コピー/ PDF )

各ロータリークラブでおしらせしたい情報がありましたら、事務局まで原稿をお寄せください。

『日本の歩むべき道』	 小泉純一郎	 2011／8p （D.2590）
『日本人のわすれもの』	 櫻井よしこ	 2011／2p （D.2690）
『日本経済復活のキーワード“グローバルセンス”』	 財部誠一	 2011／3p （D.2760）
『地域の繁栄は国の繁栄』	 金 美齢	 2011／2p （D.2630）
『私とスペシャルオリンピックス活動』	 有森裕子	 2011／6p （D.2750第30回
		  インターアクトクラブ年次大会） 

『変わりつつあるロータリー』	 江崎柳節	 2011／3p （D.2760）
『ロータリー財団の方向性』	 川尻政輝	 2010／5P （D.2780）
『CLPとクラブ活動について』	 松宮 剛	 2010／9P （D.2780） 
『津波が変えた私の人生』	 道下俊一	 2008／10P （D.2780）
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